
 

 

 

 

１ 宮崎県全体の研究主題 

 

本県の子供たちに、社会において自立的に生きるために必要な「生きる力」をバランスよく確実に育むこ

とを目指し、体育・保健体育では、全ての学習の基盤となる力や、これからの社会や生活の在り方を踏まえ

求められる資質・能力を育成していかなければならない。これからの社会や生活の在り方を踏まえ求められ

る資質・能力には、健康・安全・食に関する力、主権者としての行動する力、グローバル化の中で多様性を

尊重しつつ、現在まで受け継がれてきた我が国固有の領土や歴史について理解し、伝統や文化を尊重し未来

を描く力、地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力、自然環境や資源の有限性の中で

よりよい社会をつくる力、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを契機に「心のバリアフリー」の

推進の動向も踏まえ、多様性を尊重する態度の育成や障がいのある子供たちとの交流及び共同学習を重視

し、豊かなスポーツライフを実現する力などが求められる。本県の体育・保健体育学習においてそれらの力

を身に付けていくために、学校体育が果たすべきその役割を充分踏まえ、１２年間の発達の段階に応じた、

つながりのある学習の研究を進める。 

 

２ 宮崎県部会別研究主題 

  ○ 小学校部会主題 

  

○ 中学校部会主題 

 

○ 高等学校部会主題  

  

○ 特別支援教育部会主題  

 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びを実現する授業実践と改善～ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための 

資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

令和２年度 第５９回九州地区学校体育研究発表大会 

兼第６１回宮崎県学校体育研究発表大会研究計画 



３ 研究主題の設定理由 

⑴ 新学習指導要領の趣旨 

今回の改訂の基本的な考え方として、『①子供が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成す

る際に求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視する』

『②知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成すること』『③体育・健康に関する指導の充実により、豊

かな心や健やかな体を育成すること』などが挙げられる。 

 

⑵ 宮崎県の児童生徒の実態 

令和元年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査では、小学校５年生男女、中学校２年生男女の体力合

計点はそれぞれ全国平均を上回ったが、前年度に比べてすべての学年で低下する結果となった。特に、小学

校５年生男子の落ち込みが大きく、種目別に見るとこれまでの課題であった「握力」、「ボール投げ」に加

え、「シャトルラン」の低下が顕著であった。しかし、小学校５年生及び中学校２年生の男女ともに運動や

スポーツが「好き」、「大好き」という愛好度の高さはこれまでに引き続き全国上位であった。 

 

⑶ 宮崎県学校体育研究会が進める研究 

本県では、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における１２年間の体育科・保健体育科学習を通し

て、学習内容の確実な定着を目指し、校種の接続及び発達の段階に応じた指導方法・評価の工夫を行い、豊

かなスポーツライフの実現に向けた児童生徒を育てるための具体的な実践を行っている。そこで、平成２９

年度から令和２年度（九州学体研宮崎開催）までの４年間は、小中高１２年間の必修領域である「体つくり

運動」の研究を深め、小中高特における「つながりのある学習」の一層の充実を図ることを目指す。 

 

 

⑷ 研究を進めるにあたって 

   本県学校体育研究会においては、育成を目指す資質・能力の明確化、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善の推進、体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推

進の３つを研究の基本方針とした。さらに、この３つを念頭に置き、体育科・保健体育科学習にお

いて、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・対話的で深い学びを実現す

る授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力を育成することができるのではないかと考え、本主題を設定した。 

 

 

 

『つながりのある学習』における、“つながり”は、単に教材や領域種目を揃えることによるつながりで

はなく、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の１２年間を見通し、発達の段階に応じて系統化・明

確化された学習内容を、「どのように学ばせるのか」について学校段階等間の接続の中で計画的、かつ継続

的に行うことにより、学習内容の定着を図っていくことを目的としている。 



４ 研究の概要（研究構想図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす児童生徒像 

『 未来を切り拓く 心豊かでたくましい 宮崎の児童生徒 』 

研究の基本方針 

◯ 育成を目指す資質・能力の明確化 

◯ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

◯ 体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推進 

研 究 主 題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 
○小 学 校 部 会 主 題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

○中 学 校 部 会 主 題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

○高 等 学 校 部 会 主 題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するため

の資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

○特別支援教育部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

研 究 の 仮 説 

体育科・保健体育科学習において、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・

対話的で深い学びを実現する授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かな

スポーツライフを実現するための資質・能力を育成することができるであろう。 

研 究 の 内 容 

『主体的・対話的で深い学びを実現する授業の在り方』 

⑴ カリキュラム・マネジメントの工夫 

➀ 体つくり運動における、保健分野・体育理論との関連性を明確にした単元計画の作成 

⑵ 指導方法の工夫 

➀ 体つくり運動実践事例集、動画資料の計画的な活用 

② 思考力、判断力、表現力等を育成するための学習カードの工夫 

生きる力 
たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性 



５ 研究の内容 

 【研究の方向性の整理】 

   本県では、平成２９年度から本年度まで、４ヶ年間、「主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創

造と展開」というテーマで研究を継続して行ってきた。 

新学習指導要領において、体育の見方・考え方として、生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現・継

続する観点を踏まえ，｢運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に

果たす役割の視点から捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連

付けること｣としている。また、中教審答申では「今回の改訂が目指すのは、学習の内容と方法の両方を重視

し、子供の学びの過程を質的に高めていくことである。単元や題材のまとまりの中で、子供たちが『何がで

きるようになるか』を明確にしながら、『何を学ぶか』という学習内容と、『どのように学ぶか』という学び

の過程を組み立てていくことが重要になる。」とも述べている。そこで、本県では、平成２９年度は、「主体

的な学び」、平成３０年度は、「対話的な学び」、令和元年度は、「深い学び」に着目して研究を行った。今年

度は、これまでの研究に加え、カリキュラム・マネジメントの工夫を行い、豊かなスポーツライフを実現・

継続するための資質・能力の育成が図れるように、研究の内容を以下の 2 点に整理して研究を進め

た。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ カリキュラム・マネジメントの工夫 

  ① 主体的・対話的で深い学びにつながる「体つくり運動の単元計画構造図」の作成 

    昨年までの研究で作成した「１２年間を通した運動経験と実践」をもとに、昨年度は、「１２年間の体つ

くり運動の系統表」を作成し、小学校・中学校・高等学校、それに準じた特別支援学校の全ての学年の単

元計画を作成した。今年度は、研究につながる方向性を整理し、各校種がつながりをもって研究が進めら

れるように工夫した。そこで、１２年間のつながりを明確にした研究になるように、研究内容の整理を行

い、研究に系統性をもって取り組めるように一覧にまとめた。また、単元計画構造図に、カリキュラム・

マネジメントの視点に沿って、保健分野・体育理論の内容を明記するとともに、学習指導案の、「学習を進

めるにあたって」で具体的に明記した。（※学習指導案参照） 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑴ カリキュラム・マネジメントの工夫 

➀ 体つくり運動における、保健分野・体育理論との関連性を明確にした単元計画の作成 

⑵ 指導方法の工夫 

➀ 体つくり運動実践事例集、動画資料の計画的な活用（体つくり運動ひなたプログラム） 

② 思考力、判断力、表現力等を育成するための学習カードの工夫 



【研究内容と研究の方向性を整理した一覧】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【小中高１２年間の体つくり運動の系統表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【小学校第 6 学年の単元計画構造図】（一部省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 小学校のカリキュラム・マネジメントの工夫 

   体つくり運動の単元の前に保健学習の「心の健康」や「けがの防止」、単元途中や単元後に、保健「病気の予防」の学習を進める。それにより、児童が体つくり

運動を学習する意義をより一層理解し、スムーズな導入につながるようにしたい。特別の教科 道徳においても事前に「あきらめない心」や「相手を理解する心」

などについて学習することで、学習中における自己や他者との関わり方の工夫につながり、体育科及び道徳科相互に効果が高まることを期待する。特別活動にお

いても、児童同士のよい人間関係の構築の一助とし、体つくり運動の単元を振り返りながら学習活動を進めることにより、教科等横断的な学びが実現するよう指

導を工夫した。 



【中学校第 1 学年の単元計画構造図】（一部省略）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 中学校のカリキュラム・マネジメントの工夫 

   保健分野・体育理論の関連を明確にし、単元の前、後、途中で教科等横断的な学習を行うことができるように計画を立てた。特に「心身の機能の発達と心の健

康」（保健分野）と「運動やスポーツの多様性」（体育理論）で学習したことを、体つくり運動で生かせるようにし、今後学習する保健分野や体育理論分野の内

容とも関連付けながら学習を進めていけるように工夫した。また、学習カードに、保健分野・体育理論で学んだ内容を取り入れ、関連性を学習する時間を設定す

ることで、深い学びにつながるように工夫した。 



【高等学校第 1 学年の単元計画構造図】（一部省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校高等部第 3 学年の単元計画構造図（一部省略）    Ｐ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 高等学校のカリキュラム・マネジメントの工夫 

  保健・体育理論を関連させるため、指導する時期を適切に設定した年間指導計画の工夫を行った。１年次の体育理論の内容としては「体の動き」・「工夫された

動き」の学習で体の構造について学ばせた。保健では、（ア）健康の考え方（ウ）生活習慣病などの予防と回復（オ）精神疾患の予防と回復を行い、運動の意義や

体力の必要性、運動の種類と効果、調和のとれた生活の実践や疾病の予防、または、精神疾患への対応の重要性について理解したりした。体ほぐしの運動の「ね

らいに応じた運動を計画する授業」と保健を関連させて学び、生徒の理解も深まることができるように工夫した。 

 



【特別支援学校高等部第３学年の単元計画構造図】（一部省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 特別支援学校のカリキュラム・マネジメントの工夫 

  文化としてのスポーツの意義や運動やスポーツへの関わり方、効果的な体力の高め方を体育理論で学習し、けがや疾病の予防と心身の機能の発達と健康、スト

レスへの対処を保健分野で学習してきた。これらを本単元の単元計画構造図上に明記し、関連する内容と結び付けて考えさせ、効果的な学習になるように計画し

た。 



⑵ 主体的・対話的で深い学びにつながる指導方法の工夫 

➀  体つくり運動実践事例集（ひなたプログラム）、動画資料の計画的な活用 

  昨年度までの研究を生かし、今年度は体つくり運動実践事例集を「ひなたプログラム」と命名

し、全校種、全学年が活用しやすい事例集を作成した。また、特別支援学校の内容も統合し、宮

崎県全体のモデルとした。また、児童・生徒が運動のイメージをつかみ授業で活用しやすいよう

に、「ひなたプログラム」を冊子資料としただけではなく、動画資料を作成し、冊子資料とリン

クして活用できるように工夫した。それぞれの校種が、児童・生徒の発達段階や、授業の学習過

程の中で、効果的に活用するように工夫し、その活用方法を学習指導案に明記した。 

【ひなたプログラムメニュー表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひなたプログラム動画資料の抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇 小学校の「ひなたプログラム」の活用の工夫 

  毎時間の導入で行う「ペアで自己の課題に取り組んでいく活動」では、「ひなたプログラム」

を活用する。児童の実態に即して、教師がピックアップした運動例が提示された学習資料を配付

する。その資料を参考に児童が自己の課題に応じた運動を選択して動きを高めることができる

ようにする。様々な運動例を提示し、児童が選択・実践することで主体的に運動に取り組めるよ

うにしていきたい。単元の後半では、例示された運動において人数などの条件を実態に応じて変

更しながら取り組んでいくことも考えられる。「ひなたプログラム」の活用により、動きを高め

るという目的の一致と自己の課題に応じて運動を選択できる主体的な学びの実現ができるよう

に活用した。 

 

〇 中学校の「ひなたプログラム」の活用の工夫 

  地区研究部で作成した動画資料をタブレット端末に保存し、生徒がいつでも授業で活用がで

きるようにした。特に体の動きを高めるための運動では、「ひなたプログラム」の動画資料集を

活用しながら授業を進めていく。タブレット端末内の動画を見ながらグループで活動すること

によって、自己の課題や仲間との違いを考えながら取り組めるようにした。そして、仲間ととも

に運動を体験し、他者と意見交換することで、運動のねらいについての理解が深まるように活用

した。 

 

〇 高等学校の「ひなたプログラム」の活用の工夫 

  体ほぐし運動の２～３時間目に、中学校までの学習内容の定着を図るために、「ひなたプログ

ラム」を活用し、体の動きを高める運動を中心に学び直しを行った。「ひなたプログラム」を ICT

機器に取り入れることで、生徒が、活動中すぐに、動きや留意点を確認することができるように

工夫した。 

また、生徒が「ひなたプログラム」の中から、体の柔らかさを高める運動・力強い動きを高め

る運動・巧みな動きを高める運動から各４種類、動きを持続する能力を高める運動から２種類を

選択し、実際に個人やペアで活動しながら、学習プリントに①方法、②注意点、③どの部分が高

まっているかを、図などを入れてまとめた。そして、調べた課題（柔・力・巧・持）の中から１

つずつ選び動画撮影を行い、クラス全体で共有できる「ひなたプログラム」の「動画版」を作成

するなどして活用した。 

 

〇 特別支援学校の「ひなたプログラム」の活用の工夫 

既存の「ひなたプログラム」をそのまま活用することが難しかった。そこで、本校の保健体育科研究班

において特別支援学校の児童生徒が取り組みやすい運動内容を精選し、「特別支援学校版ひなたプログラ

ム」の作成を行った。本プログラムは、運動強度を☆１～☆５の５段階に設定している（☆の数が多い程、

負荷が大きい）。選択した４つの運動の☆の合計がＡグループは☆１２以上、Ｂグループは☆８以上、Ｃ

グループは☆４以上になるよう条件をつけることで、実態に合った運動の負荷を分かりやすくした。また、

すべての運動を動画集にし、タブレット端末で生徒がすぐに確認できるようにした。カラー印刷で冊子に

して、生徒の個人ファイルに保管し、活用した。












